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補助金等支援制度のご案内 令和7年7月20日時点

災害支援枠

令和６年能登半島地
震被災中小企業者に
よる販路開拓等の事
業再建に向けた取組
みを補助。

8次：未定
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分類 制　　度 概　　要 お問合せ先受付締切補助金上限額

経営相談

本所では能登半島地震に関する事業者向け支援制度を
はじめ専門スタッフがあらゆるご相談に応じております。
ご相談の際は、事前にご連絡をお願いします。

相談場所●小松商工会議所
☎0761-21-3121

ご相談は無料です。ご相談の秘密は厳守します。

専門家によるアドバイスも受けられます。

【経営】
・各種補助金や支援策に関する経
営相談窓口を設置しています。

【被災復旧について】
・補助金について教えて欲しい。

【特許・商標】
・特許や商標登録について検討し
ている。
・海外に製品を出したい。

【労務管理】
・雇用・労務に関する相談をしたい。
※ご相談内容によっては、専門家派遣事業にて
対応または専門機関をご紹介しております。

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

悩みを抱えたままにしていませんか？

金融（融資）相談
※随時対応しております。
資金繰り安定のため
金融支援制度を利用したい。
受付時間（月）～（金）9：00～16：00
（小松商工会議所経営支援課）

事業に
関する

今月の利率
（令和7年7月20日現在）

■マルケイ資金
無担保・無保証人
2,000万円（1,000万円）
・利率　1.80％
・期間　設備10年・運転7年

■創業者支援融資
原則無担保
2,000万円
・利率　2.1％以内
・期間　7年（運転5年）

■小口零細（創業者分含）
原則無担保
2,000万円
・利率　2.1％以内
・期間　7年（運転5年）

■経営安定支援融資（一般分）
8,000万円（運転資金）
・利率　2.0％以内
・期間　7年

■経営安定支援融資（資金繰り支援分）
8,000万円（運転資金）
・利率　2.25％以内
・期間　7年

■地域商工業活性化融資
5,000万円（特認2億円）
・利率　2.2％以内
・期間　5年～15年
（期間10年超の場合は、変動金利）

令和7年度（6月
末まで）認定実績

3　件

1,010万円

0　件

0万円

1　件

4,000万円

0　件

0万円

1　件

3,520万円

金融情報

記帳・税務
相談
予約制

・会社の経理や税務についてわからないことがある。
・源泉所得税について教えてほしい。
日　時：9月16日（火）
　　　  10：00～16：00
専門家：北陸税理士会 小松支部 派遣税理士

0件 　　 0万円
創業者分

0件　 0万円
女性若者シニア分

1件　 300万円
零　細　分

小松法律相談センター事業に
関する

その他、石川県制度融資の
詳細はこちらから

ISICO（公財）石川県産業創出支援機構からのお知らせ

・保証債務の問題で困っている。
・取引先が倒産した。
日時：8月7日、14日、21日、28日
 （毎週木曜日）
 13：00～15：50
☎076-221-0242
小松法律相談センターにてご予約ください。
（金沢弁護士会）

予約制

創業型

中小企業新事業
進出補助金

中小企業省力化
投資補助金
（一般型）

☎0761-21-3121（小松商工会議所経営支援課）

販路開拓等の取組み
費用を補助。「賃金
引上げ特例」等補助
上限の増額枠（50万
円～150万円）あり

18次：10/3
～11/28
確認書発行
11/18

創業後３年以内の事
業者を重点的に支
援。販路開拓等の取
組み費用を補助。

2次：10/3
～11/28
確認書発行
11/18

既存の事業とは異な
る、新市場・高付加
価値事業への進出に
かかる設備投資等を
支援。

2次：未定

オーダーメイドの省
力化設備を導入し生
産性向上・賃上げす
る事業者を補助。

3次：8月下旬
（予定）

直接被害：
200万円
間接被害（売上減少）：
100万円
補助率：2/3

50万円
補助率：2/3

200万円
補助率：2/3

7,000万円
補助率：1/2

8,000万円
補助率：1/2
(小規模・再生2/3）

国

国

国

国

小規模事業者持
続化補助金〈災
害支援枠（令和６
年能登半島地震
等）〉HP

小規模事業者
持続化補助金
〈一般型〉HP

小規模事業者
持続化補助金
〈創業型〉HP

新事業進出
補助金

IT導入補助金
業務効率化やDX推
進、セキュリティ対策
のためのITツール導
入費用を補助。

4次：8/20450万円
補助率：1/2～4/5 IT導入補助金HP

中小企業省力化
投資補助金
（カタログ型）

補助対象カタログ掲
載の省力化設備を導
入し生産性向上・賃上
げする事業者を補助。

随時受付1,000万円
補助率：1/2以下

国

中小企業省力化
投資補助金HP

中小企業省力化
投資補助金HP

「LOBO調査とは」全国の商工会議所のFAXとコンピュータで結んだ早期景気観測調査

業況ＤＩは、消費マインドの
持ち直しにより、小幅改善
先行きは、コスト負担緩和へ
の期待で上向き見込む
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＊DI値（景況判断指数）について
　DI値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断の状況を表す。ゼロを基準
として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多いことを示し、マイナ
スの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示す。したがって、売上高
などの実数値の上昇率を示すものではなく、景気感の相対的な拡がりを意味する。
【DI】=（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

全産業

前年同月比 先行見通し

とくに好調

50≦DI 25≦DI＜50

好調

0≦DI＜25

まあまあ

DI＜▲25

きわめて不振

北陸・信越

▲25≦DI＜0

不振

全　国 全　国北陸・信越

 ▲16.2 ▲31.6 ▲15.7 ▲25.1

全産業合計
の業況DI値

月の

詳しくはこちら▶日本商工会議所ホームページ【https://cci-lobo.jcci.or.jp/】

景況天気予報 LOBO調査

▲16.8 “求人のプロ”が伝授、
押さえるべきポイントとは！

主催：(公財 ) 石川県産業創出支援機構、
いしかわ就職・定住総合サポートセンター

中小企業のための採用面接成功セミナー
オンライン開催(Zoom)

公益財団法人
石川県産業創出支援機構
総務企画部 企画広報課
（担当：林・朝本）
TEL:076-267-1239
E-mail :jinzai@isico.or.jp

受講料

無料

日 時 2025年8月26日火
13:30～16:30

講 師 石塚 毅 氏
求人プロファイラー
株式会社 求人代表取締役

定 員 30名
(1社2名まで受講可)

▲詳細は
　こちら

中小企業相談所コーナー／LOBO調査 補助金・助成金情報／ISICOコーナー
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補助金等支援制度のご案内 令和7年7月20日時点
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経営相談

本所では能登半島地震に関する事業者向け支援制度を
はじめ専門スタッフがあらゆるご相談に応じております。
ご相談の際は、事前にご連絡をお願いします。

相談場所●小松商工会議所
☎0761-21-3121

ご相談は無料です。ご相談の秘密は厳守します。

専門家によるアドバイスも受けられます。

【経営】
・各種補助金や支援策に関する経
営相談窓口を設置しています。

【被災復旧について】
・補助金について教えて欲しい。

【特許・商標】
・特許や商標登録について検討し
ている。
・海外に製品を出したい。

【労務管理】
・雇用・労務に関する相談をしたい。
※ご相談内容によっては、専門家派遣事業にて
対応または専門機関をご紹介しております。

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

悩みを抱えたままにしていませんか？

金融（融資）相談
※随時対応しております。
資金繰り安定のため
金融支援制度を利用したい。
受付時間（月）～（金）9：00～16：00
（小松商工会議所経営支援課）

事業に
関する

今月の利率
（令和7年7月20日現在）

■マルケイ資金
無担保・無保証人
2,000万円（1,000万円）
・利率　1.80％
・期間　設備10年・運転7年

■創業者支援融資
原則無担保
2,000万円
・利率　2.1％以内
・期間　7年（運転5年）

■小口零細（創業者分含）
原則無担保
2,000万円
・利率　2.1％以内
・期間　7年（運転5年）

■経営安定支援融資（一般分）
8,000万円（運転資金）
・利率　2.0％以内
・期間　7年

■経営安定支援融資（資金繰り支援分）
8,000万円（運転資金）
・利率　2.25％以内
・期間　7年

■地域商工業活性化融資
5,000万円（特認2億円）
・利率　2.2％以内
・期間　5年～15年
（期間10年超の場合は、変動金利）

令和7年度（6月
末まで）認定実績
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金融情報

記帳・税務
相談
予約制

・会社の経理や税務についてわからないことがある。
・源泉所得税について教えてほしい。
日　時：9月16日（火）
　　　  10：00～16：00
専門家：北陸税理士会 小松支部 派遣税理士
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創業者分
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女性若者シニア分

1件　 300万円
零　細　分

小松法律相談センター事業に
関する

その他、石川県制度融資の
詳細はこちらから

ISICO（公財）石川県産業創出支援機構からのお知らせ

・保証債務の問題で困っている。
・取引先が倒産した。
日時：8月7日、14日、21日、28日
 （毎週木曜日）
 13：00～15：50
☎076-221-0242
小松法律相談センターにてご予約ください。
（金沢弁護士会）
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中小企業新事業
進出補助金

中小企業省力化
投資補助金
（一般型）

☎0761-21-3121（小松商工会議所経営支援課）

販路開拓等の取組み
費用を補助。「賃金
引上げ特例」等補助
上限の増額枠（50万
円～150万円）あり
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創業後３年以内の事
業者を重点的に支
援。販路開拓等の取
組み費用を補助。
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る、新市場・高付加
価値事業への進出に
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る事業者を補助。
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IT導入補助金
業務効率化やDX推
進、セキュリティ対策
のためのITツール導
入費用を補助。

4次：8/20450万円
補助率：1/2～4/5 IT導入補助金HP

中小企業省力化
投資補助金
（カタログ型）

補助対象カタログ掲
載の省力化設備を導
入し生産性向上・賃上
げする事業者を補助。

随時受付1,000万円
補助率：1/2以下

国

中小企業省力化
投資補助金HP

中小企業省力化
投資補助金HP

「LOBO調査とは」全国の商工会議所のFAXとコンピュータで結んだ早期景気観測調査

業況ＤＩは、消費マインドの
持ち直しにより、小幅改善
先行きは、コスト負担緩和へ
の期待で上向き見込む

●
全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ
Ｉ
は
、

　
▲
16
．８（
前
月
比
+
１
．２
ポ
イ
ン
ト
）

　
建
設
業
で
は
、
資
材
価
格
高
騰
や
人
手

不
足
の
継
続
の
ほ
か
、
公
共
工
事
の
一
服

感
で
、
悪
化
し
た
。
製
造
業
で
は
、
設
備

投
資
需
要
の
下
支
え
に
よ
り
、
改
善
し
た
。

小
売
業
で
は
、
消
費
マ
イ
ン
ド
が
持
ち
直

し
つ
つ
あ
る
こ
と
で
改
善
し
た
。

　
物
価
高
は
継
続
し
て
い
る
一
方
、
政
府

に
よ
る
ガ
ソ
リ
ン
価
格
へ
の
新
た
な
補
助

が
始
ま
っ
た
ほ
か
、
一
部
の
事
業
者
か
ら

は
、
随
意
契
約
の
コ
メ
を
入
荷
・
販
売
で

き
た
と
い
う
明
る
い
声
も
聞
か
れ
た
。

　
設
備
投
資
需
要
が
堅
調
な
ほ
か
、
高
い

水
準
の
賃
上
げ
が
続
い
て
い
る
こ
と
で
消

費
マ
イ
ン
ド
が
持
ち
直
し
つ
つ
あ
り
、
中

小
企
業
の
業
況
は
小
幅
改
善
と
な
っ
た
。

●
先
行
き
見
通
し
D
I
は
、

　
▲
15
．７（
今
月
比
+
１
．１
ポ
イ
ン
ト
）

　
コ
ス
ト
増
加
分
の
価
格
転
嫁
や
人
手
不

足
な
ど
、
依
然
と
し
て
対
処
す
べ
き
経
営

課
題
は
山
積
し
て
い
る
。
米
国
関
税
措
置

に
よ
る
、
今
後
の
動
向
の
不
透
明
さ
も
拭

え
な
い
。

　
一
方
、
政
府
の
電
気
・
ガ
ス
代
支
援（
７

〜
９
月
使
用
分
）に
よ
り
、
企
業
の
コ
ス

ト
負
担
緩
和
が
見
込
ま
れ
る
ほ
か
、
コ
メ

価
格
に
つ
い
て
も
、
下
落
の
兆
し
が
う
か

が
え
る
。
加
え
て
、
高
い
水
準
で
の
賃
上

げ
が
続
い
て
お
り
、
消
費
マ
イ
ン
ド
改
善

の
下
支
え
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
先

行
き
は
若
干
の
上
向
き
基
調
が
見
込
ま
れ

る
。

●
北
陸
信
越
の
動
向

　
北
陸
信
越
は
、
改
善
。
サ
ー
ビ
ス
業
で

は
、
観
光
需
要
の
恩
恵
を
受
け
た
宿
泊
関

係
を
中
心
に
売
上
・
採
算
が
改
善
し
た
。

製
造
業
で
は
、
復
旧
復
興
関
連
工
事
の
増

加
に
よ
り
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
機
械
器

具
関
係
や
、
気
温
上
昇
に
伴
い
夏
物
衣
料

の
売
れ
行
き
が
好
調
な
繊
維
関
係
な
ど
で

売
上
・
採
算
が
改
善
し
た
。
石
川
県
の
事

業
者
か
ら
は
、
人
手
が
不
足
す
る
中
、
復

旧
復
興
関
連
の
受
注
増
加
に
よ
り
、
民
間

工
事
の
対
応
ま
で
手
が
回
ら
な
い
た
め
、

他
地
域
か
ら
の
応
援
人
材
を
求
め
る
声
が

聞
か
れ
た
。

＊DI値（景況判断指数）について
　DI値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断の状況を表す。ゼロを基準
として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多いことを示し、マイナ
スの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示す。したがって、売上高
などの実数値の上昇率を示すものではなく、景気感の相対的な拡がりを意味する。
【DI】=（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

全産業

前年同月比 先行見通し

とくに好調

50≦DI 25≦DI＜50

好調

0≦DI＜25

まあまあ

DI＜▲25

きわめて不振

北陸・信越

▲25≦DI＜0

不振

全　国 全　国北陸・信越

 ▲16.2 ▲31.6 ▲15.7 ▲25.1

全産業合計
の業況DI値

月の

詳しくはこちら▶日本商工会議所ホームページ【https://cci-lobo.jcci.or.jp/】

景況天気予報 LOBO調査

▲16.8 “求人のプロ”が伝授、
押さえるべきポイントとは！

主催：(公財 ) 石川県産業創出支援機構、
いしかわ就職・定住総合サポートセンター

中小企業のための採用面接成功セミナー
オンライン開催(Zoom)

公益財団法人
石川県産業創出支援機構
総務企画部 企画広報課
（担当：林・朝本）
TEL:076-267-1239
E-mail :jinzai@isico.or.jp

受講料

無料

日 時 2025年8月26日火
13:30～16:30

講 師 石塚 毅 氏
求人プロファイラー
株式会社 求人代表取締役

定 員 30名
(1社2名まで受講可)

▲詳細は
　こちら

中小企業相談所コーナー／LOBO調査 補助金・助成金情報／ISICOコーナー
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全産業
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-75.0

-50.0

-25.0

0.0

25.0

50.0

75.0

-100.0
（DI値）

-75.0

-50.0

-25.0

0.0

25.0

50.0

75.0

鉄工・機械
繊維
その他製造

サービス業

建設
小売業
卸売業

景
況
感〈
全
産
業
〉

景
況
感〈
製
造
業
〉

景
況
感〈
非
製
造
業
〉

　小松商工会議所では、議員・評議員２１7社に対し、景
気見通し調査を実施しました。調査にご協力頂きまして
ありがとうございます。
【総括】調査結果として、景況・業況の動向について、
製造業においては、受注減少に加え米国関税政策が業
績に影を落としており、加えて物価高による経費増で全
体的に厳しい状況が続いている。
来期予測については、国際貿易政策の不確実性による
物価上昇が消費を低迷させ、売上に影響を与える可能
性がある。さらに、人手不足と人件費増加が経営を圧
迫すると予想される。その他、調査結果の抜粋版は次
のとおり。
【調査対象】小松商工会議所議員・評議員企業：217社
【回答企業数】100企業（回答率：46.1％）
【調査期間】令和7年6月12日（木）～6月19日（木）

【設問1】令和7年4月以降における従業員の賃上げについて(n=100) 〈業種別〉

　4～6月は、前期（1～3月）と比
べ製造業が0.6ポイント減少、非
製造業が9.5ポイント増加、全産
業6.8ポイン増加の▲14.0ポイン
トとなった。
　アメリカの相互関税の影響が見
通せない事や、物価高騰や、それ
による国内消費意欲の低下、人手
不足の上、従業員の確保に基本給
や時給を引き上げざるを得ないな
ど経費の負担増を挙げている。

【主要な表現について】
業況判断…調査対象企業が自らの業績に下した判断
D I 値…D.I（ディフュージョン・インデックス）とは企業の景況感を示す指数
　 　 　「好転」の割合から「悪化」の割合を差し引いた値（無回答を除く）
前 期…令和6年度第4四半期(令和7年1月～3月)
今 期…令和7年度第1四半期(令和7年4月～6月、但し6月は見込み)
来 期…令和7年度第2四半期(令和7年7月～9月)

【各項目のDI値の意味について】
①景況感 ……………DI値がプラスなら「好転」を、マイナスなら「悪化」を表す。
②売上高 ……………DI値がプラスなら「増加」を、マイナスなら「減少」を表す。
③売上単価 …………DI値がプラスなら「上昇」を、マイナスなら「低下」を表す。
④資金繰り……………DI値がプラスなら「好転」を、マイナスなら「悪化」を表す。
⑤採算性（経常利益）…DI値がプラスなら「好転」を、マイナスなら「悪化」を表す。

※改善予測 （「来期」見通しから「今期」を差し引いた値、プラスの場合は
今期より来期の方が上昇するという予測）

■年次別の推移

■景況・業況の動向（DI値）

小松

鉄工・機械
20.0％

繊維3.0％

その他
製造業
6.0%

建設業
19.8％

小売業
9.0％

卸売業
5.0％

その他　　
サービス業
27.0％

飲食業
宿泊
4.0％

運輸業
7.0％

景気見通し
調査報告

〈抜粋〉

鉄工・機械
繊維
その他製造
建設業
小売業
卸売業
サービス業（運輸含む）

合　　計

業　　種
20
3
6
19
9
5
38
100

（単位：DI）

緊急

小松商工会議所

※詳細については、本所HPまたは、中小企業相談所までお問合せください。

製
造
業

非
製
造
業

鉄工・機械
繊　　維
その他製造

製造計
建 設 業
小 売 業
卸 売 業
サービス業（運輸含む）

非製造計
全　　体
改善予測

前期

賃上げの状況について

今期 来期
 ▲25.0 ▲20.0 ▲20.0
 ▲40.0 ▲33.3 ▲33.3
 0.0 ▲33.3 ▲16.7
 ▲23.5 ▲24.1 ▲20.7
 ▲10.5 5.3 ▲5.3
 ▲25.0 ▲11.1 ▲22.2
 ▲50.0 ▲20.0 ▲40.0
 ▲16.1 ▲15.8 ▲15.8
 ▲19.4 ▲9.9 ▲15.5
 ▲20.8 ▲14.0 ▲17.0
 8.3 ▲3.0 －　

賃上げを実施済み

賃上げを行う予定

賃上げを見送る予定

現時点では未定

65.1％

20.2％

5.5％

9.2％

 59社 59.0％

 21社 21.0％

 2社 2.0％

 18社 18.0％

１

今回 業　種
鉄工・機械
繊維
その他製造
【製造業】

建設業
小売業
卸売業
運輸
飲食業・宿泊
その他サービス業

今回
R5.12

実施済み
85.0%
33.3%
50.0%
72.4%
63.2%
55.6%
60.0%
85.7%
75.0%
33.3%
59.0%
65.1%

未定

66.7%
33.3%
13.8%
15.8%
22.2%

25.0%
29.7%
18.0%
9.2%

行う予定
15.0% ー ー

ーー
ー
ー
ー
ー
ー

ーー
ー ー

ー

16.7%
13.8%
21.0%
22.2%
40.0%

33.3%
21.0%
20.2%

見送る予定

14.3%

3.7%
2.0%
5.5%

R5.12

2

3

4

【設問2】（設問１で「賃上げを実施済み」又は「賃上げを行う予定」を選択）
賃上げを実施済みまたは行う予定の従業員の属性について(複数回答可)
(n=79)

正社員(一般社員）

正社員(管理職）
パートタイム労働者　
(主婦パート､学生アルバイト等)

その他

90.3%

61.3%

47.3%

4.3%

 54社 88.6%

 70社 68.4%

 40社 50.6%

 4社 5.1%

１

今回 R5.12

2

3

4

　設問1の「賃上げを実施済み、または行う予定」
(80.0％)の従業員の属性は、「正社員(一般社員)」
88.6％(R5.12月 90.3％)が最も高く、次いで「正
社員(管理職)」68.4％(R5.12月 61.3％)であった。
　業種別において、パートタイム労働者の賃上げ
は、前回と同じく、繊維、飲食業・宿泊はそれぞ
れ100.0％あり、小売業、卸売業も高かった。深
刻な人手不足の中、従業員確保のため賃上げを
せざる得ない事が伺える。

【設問３】従業員の賃上げ原資を確保するために取り組んでいることについて【複数回答可】(n=100)

既存の商品・サービスの値上げ、価格適正化

従業員の能力向上・スキルアップ

設備投資、IT活用による業務効率化・生産性向上

人件費以外のコスト削減、経営合理化

売上増に向けた新たな販路の拡大

新たな事業・商品・サービス開発による利益率向上

特になし

従業員の削減、採用の抑制

その他

51.8%

41.8%

39.1%

32.7%

30.9%

24.5%

4.5%

1.8%

0.0%

１

R5.12

48.0%

40.0%

37.0%

37.0%

35.0%

13.0%

6.0%

2.0%

3.0%

今回

2

3

4

5

6

7

8

9

　従業員の賃上げ原資を確保するために取り組んでいることとして高い順に、「既存の商品・サービスの値上げ、価格適正化」
48.0％(R5.12月 51.8％)、「従業員の能力向上・スキルアップ」40.0％(R5.12月 41.8％)、「設備投資、IT活用による業務効率化・
生産性向上」37.0％(R5.12月 39.1％)と、前回調査時とほぼ同様の順位が続く。

【設問４】中小企業が自発的・継続的に賃上げできる環境整備のために、必要だと考える支援策について【複数回答可】(n=99)

取引価格の適正化・円滑な価格転嫁

税・社会保障負担等の軽減

景気対策を通じた企業業績の向上

従業員の能力開発への支援

IT化、設備投資による業務効率化、省力化への支援

助成金の拡充・使い勝手の向上

賃上げ実施企業への公共入札の加点措置

労働移動の促進による労働市場の活性化

その他

56.0%

52.3%

54.1%

25.7%

36.7%

36.7%

6.4%

6.4%

0.9%

１

R5.12

55.6%

42.4%

38.4%

34.3%

33.3%

32.3%

10.1%

10.1%

4.0%

今回

2

3

4

5

6

7

8

9

　支援策として、「取引価格の適正化・円滑な価格転嫁」55.6％ (R5.12月 56.0％ )と最も高く、次いで「税・社会保障負担等
の軽減」42.4％(R5.12月 52.3％)、「景気対策を通じた企業業績の向上」38.4％(R5.12月54.1％)と続く。

　「賃上げを実施済み」59.0％ (R5.12月 65.1％ )、「賃上げを行う予定」
21.0％(R5.12月 20.2％)、合わせて80.0％(R5.12月 85.3％)あった。「未
定」18.0％(R5.12月 9.2％)と、様子見の割合も高くなっている。
　業種別でみると、鉄工・機械、卸売業が「賃上げを実施済み」「賃上げ
を行う予定」合わせると、100.0％と高かった。一方、繊維は「賃上げを
実施済み」33.3％「未定」66.7％と賃上げの割合が低かった。

景気見通し調査 景気見通し調査

4
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　小松商工会議所では、議員・評議員２１7社に対し、景
気見通し調査を実施しました。調査にご協力頂きまして
ありがとうございます。
【総括】調査結果として、景況・業況の動向について、
製造業においては、受注減少に加え米国関税政策が業
績に影を落としており、加えて物価高による経費増で全
体的に厳しい状況が続いている。
来期予測については、国際貿易政策の不確実性による
物価上昇が消費を低迷させ、売上に影響を与える可能
性がある。さらに、人手不足と人件費増加が経営を圧
迫すると予想される。その他、調査結果の抜粋版は次
のとおり。
【調査対象】小松商工会議所議員・評議員企業：217社
【回答企業数】100企業（回答率：46.1％）
【調査期間】令和7年6月12日（木）～6月19日（木）

【設問1】令和7年4月以降における従業員の賃上げについて(n=100) 〈業種別〉

　4～6月は、前期（1～3月）と比
べ製造業が0.6ポイント減少、非
製造業が9.5ポイント増加、全産
業6.8ポイン増加の▲14.0ポイン
トとなった。
　アメリカの相互関税の影響が見
通せない事や、物価高騰や、それ
による国内消費意欲の低下、人手
不足の上、従業員の確保に基本給
や時給を引き上げざるを得ないな
ど経費の負担増を挙げている。

【主要な表現について】
業況判断…調査対象企業が自らの業績に下した判断
D I 値…D.I（ディフュージョン・インデックス）とは企業の景況感を示す指数
　 　 　「好転」の割合から「悪化」の割合を差し引いた値（無回答を除く）
前 期…令和6年度第4四半期(令和7年1月～3月)
今 期…令和7年度第1四半期(令和7年4月～6月、但し6月は見込み)
来 期…令和7年度第2四半期(令和7年7月～9月)

【各項目のDI値の意味について】
①景況感 ……………DI値がプラスなら「好転」を、マイナスなら「悪化」を表す。
②売上高 ……………DI値がプラスなら「増加」を、マイナスなら「減少」を表す。
③売上単価 …………DI値がプラスなら「上昇」を、マイナスなら「低下」を表す。
④資金繰り……………DI値がプラスなら「好転」を、マイナスなら「悪化」を表す。
⑤採算性（経常利益）…DI値がプラスなら「好転」を、マイナスなら「悪化」を表す。

※改善予測 （「来期」見通しから「今期」を差し引いた値、プラスの場合は
今期より来期の方が上昇するという予測）

■年次別の推移

■景況・業況の動向（DI値）
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建設業
小売業
卸売業
サービス業（運輸含む）
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（単位：DI）

緊急

小松商工会議所

※詳細については、本所HPまたは、中小企業相談所までお問合せください。
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賃上げの状況について
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【設問2】（設問１で「賃上げを実施済み」又は「賃上げを行う予定」を選択）
賃上げを実施済みまたは行う予定の従業員の属性について(複数回答可)
(n=79)

正社員(一般社員）

正社員(管理職）
パートタイム労働者　
(主婦パート､学生アルバイト等)

その他

90.3%

61.3%

47.3%

4.3%

 54社 88.6%

 70社 68.4%

 40社 50.6%

 4社 5.1%
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今回 R5.12
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　設問1の「賃上げを実施済み、または行う予定」
(80.0％)の従業員の属性は、「正社員(一般社員)」
88.6％(R5.12月 90.3％)が最も高く、次いで「正
社員(管理職)」68.4％(R5.12月 61.3％)であった。
　業種別において、パートタイム労働者の賃上げ
は、前回と同じく、繊維、飲食業・宿泊はそれぞ
れ100.0％あり、小売業、卸売業も高かった。深
刻な人手不足の中、従業員確保のため賃上げを
せざる得ない事が伺える。

【設問３】従業員の賃上げ原資を確保するために取り組んでいることについて【複数回答可】(n=100)

既存の商品・サービスの値上げ、価格適正化

従業員の能力向上・スキルアップ

設備投資、IT活用による業務効率化・生産性向上

人件費以外のコスト削減、経営合理化

売上増に向けた新たな販路の拡大

新たな事業・商品・サービス開発による利益率向上

特になし

従業員の削減、採用の抑制

その他

51.8%

41.8%

39.1%

32.7%

30.9%

24.5%

4.5%

1.8%

0.0%

１
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48.0%

40.0%

37.0%

37.0%

35.0%

13.0%

6.0%

2.0%

3.0%

今回
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　従業員の賃上げ原資を確保するために取り組んでいることとして高い順に、「既存の商品・サービスの値上げ、価格適正化」
48.0％(R5.12月 51.8％)、「従業員の能力向上・スキルアップ」40.0％(R5.12月 41.8％)、「設備投資、IT活用による業務効率化・
生産性向上」37.0％(R5.12月 39.1％)と、前回調査時とほぼ同様の順位が続く。

【設問４】中小企業が自発的・継続的に賃上げできる環境整備のために、必要だと考える支援策について【複数回答可】(n=99)

取引価格の適正化・円滑な価格転嫁

税・社会保障負担等の軽減

景気対策を通じた企業業績の向上

従業員の能力開発への支援

IT化、設備投資による業務効率化、省力化への支援

助成金の拡充・使い勝手の向上

賃上げ実施企業への公共入札の加点措置

労働移動の促進による労働市場の活性化

その他

56.0%

52.3%

54.1%

25.7%

36.7%

36.7%

6.4%

6.4%

0.9%

１

R5.12

55.6%

42.4%

38.4%

34.3%

33.3%

32.3%

10.1%

10.1%

4.0%

今回

2

3

4

5

6

7

8

9

　支援策として、「取引価格の適正化・円滑な価格転嫁」55.6％ (R5.12月 56.0％ )と最も高く、次いで「税・社会保障負担等
の軽減」42.4％(R5.12月 52.3％)、「景気対策を通じた企業業績の向上」38.4％(R5.12月54.1％)と続く。

　「賃上げを実施済み」59.0％ (R5.12月 65.1％ )、「賃上げを行う予定」
21.0％(R5.12月 20.2％)、合わせて80.0％(R5.12月 85.3％)あった。「未
定」18.0％(R5.12月 9.2％)と、様子見の割合も高くなっている。
　業種別でみると、鉄工・機械、卸売業が「賃上げを実施済み」「賃上げ
を行う予定」合わせると、100.0％と高かった。一方、繊維は「賃上げを
実施済み」33.3％「未定」66.7％と賃上げの割合が低かった。

景気見通し調査 景気見通し調査

5 小松商工会議所 2025.8



後期受講生募集！

厚生労働省発表 有効求人倍率総務省発表 完全失業率
全 国

石 川 県

完全失業者数

全 国

石 川 県
ハローワーク
小 松 管 内

2.5％

1.8％

183万人

（前月2.5％）

（1～3月期）

（前月188万人）

1.24倍　（前月1.26倍）

1.43倍　（前月1.48倍）［原数値]

1.33倍　（前月1.38倍）[就業地別]

金沢 1.37倍 白山 1.44倍 加賀 1.69倍 輪島 1.93倍七尾 1.55倍就業地別

雇
用
情
報

５
月

北陸電力㈱様広告

Brush up Program
for professional

職業実践力育成プログラム

公立小松大学

令和
７年度

ものづくり人材
スキルアッププログラム

●ものづくり企業の初任管理監督者を対象
に、ものづくりに必要な知識を一貫して体
系的に学ぶことのできる実践的な教育プ
ログラムです。

●講師は全員実務経験を有する指導者です。
●一部オンライン講義もあります。
●３コースよりお選びください。
●総合コースは、文部科学省「職業実践力育
成プログラム」に認定されています。

申込期限　令和7年9月12日（金）　　　　　入校式　 令和７年10月15日（水）
受講期間　令和7年10月16日（木）～令和８年２月２日（月）の間、毎週月・木・金曜日及び毎月第２・４火曜日の午前中
お問合せ　公立小松大学地域連携推進センター　TEL 0761-41-6700（粟津キャンパス）

★生産管理、★品質管理、★安全衛生管
理、環境管理、企業人のスキル、生産課
題演習、生産技術　の７科目

７科目すべて、または★印３科
目を必修の上、AまたはBコース
のいずれの科目も選択可能

84,000～
180，000円

Aコース
（生産管理技術コース）

コース 開講科目 受講科目 受講料
(テキスト代別途） 受講時間

Bコース
（工場経営管理コース）

総合コース

42～90時間

方針管理、経理・財務管理、身近なマー
ケティング、人材育成・能力開発、原価
管理（オンライン）、DX入門　の６科目

６科目すべて、
または特定の科目を選択
※Bコース科目を選択した場合で
も、Aコースの科目が選択可能

21,000～
140,000円 9～60時間

※A・Bコース13科目すべてを受講 320,000円 150時間
※各種助成金制度が利用可能です。(厚生労働省の人材開発支援助成金を受けるには、入校式の１か月前までに、石川労働局に申請する必要があります。)
　〈助成例〉総合コース　約349,000円（テキスト代含む。） → 約59,000円になります。
※講義形態は、１時限目8:45～10:15、２時限目10:30～12:00（各90分授業）の後、午後からは職場に戻り通常業務といったサイクルになります。
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令和7年 9月20日（土）コンテスト
開催日

認定証、楯正 賞
現金15万円、東京往復航空券、
JA蛍米

副 賞

募
集

ふ
る
さ
と
小
松
の
観
光
大
使

2025

2024年こまつ姫御前

小松をＰＲ
する姫御前を募集します

第49回
10月11日(土)、12日(日)のイ
ベントを盛り上げる参加者を
募集します。

 11日（土） 輪島キリコ担ぎ手
ところ　駅前れんが花道通り　　応募枠　30名（先着順）
応募期間　8月4日（月）～31日（日） 定員に達し次第受付を終了します。　　参加費　無料

 11日（土）・12日（日） ダンスコンテスト
ところ　小松駅前市民公園 他
応募枠　小学生部門 30チーム（先着順）
　　　　ポピュラー部門（中学生以上） 20チーム（先着順）

応募期間　8月4日（月）～15日（金）
　　　　　定員に達し次第受付を終了します。

参加費　2,000円

 11日（土）・12日（日） ステージパフォーマンス
ところ　小松駅前市民公園　他
応募枠　10月11日（土）
　　　　13団体程度（応募多数の場合は書類選考）
　　　　10月12日（日）
　　　　7団体程度（応募多数の場合は書類選考）

応募期間　8月4日（月）～15日（金）
参加費　無料

申し込み・お問合せ先
小松市どんどんまつり実行委員会（小松商工会議所内）　TEL:21-3121　FAX:21-3120

参加者募集

第49回
小松市どんどんまつり

ホームページ▶

INFORMATION 雇用情報
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後期受講生募集！

厚生労働省発表 有効求人倍率総務省発表 完全失業率
全 国

石 川 県

完全失業者数
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（前月2.5％）

（1～3月期）

（前月188万人）

1.24倍　（前月1.26倍）

1.43倍　（前月1.48倍）［原数値]

1.33倍　（前月1.38倍）[就業地別]

金沢 1.37倍 白山 1.44倍 加賀 1.69倍 輪島 1.93倍七尾 1.55倍就業地別
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for professional

職業実践力育成プログラム

公立小松大学

令和
７年度

ものづくり人材
スキルアッププログラム

●ものづくり企業の初任管理監督者を対象
に、ものづくりに必要な知識を一貫して体
系的に学ぶことのできる実践的な教育プ
ログラムです。

●講師は全員実務経験を有する指導者です。
●一部オンライン講義もあります。
●３コースよりお選びください。
●総合コースは、文部科学省「職業実践力育
成プログラム」に認定されています。

申込期限　令和7年9月12日（金）　　　　　入校式　 令和７年10月15日（水）
受講期間　令和7年10月16日（木）～令和８年２月２日（月）の間、毎週月・木・金曜日及び毎月第２・４火曜日の午前中
お問合せ　公立小松大学地域連携推進センター　TEL 0761-41-6700（粟津キャンパス）

★生産管理、★品質管理、★安全衛生管
理、環境管理、企業人のスキル、生産課
題演習、生産技術　の７科目

７科目すべて、または★印３科
目を必修の上、AまたはBコース
のいずれの科目も選択可能

84,000～
180，000円

Aコース
（生産管理技術コース）

コース 開講科目 受講科目 受講料
(テキスト代別途） 受講時間

Bコース
（工場経営管理コース）

総合コース

42～90時間

方針管理、経理・財務管理、身近なマー
ケティング、人材育成・能力開発、原価
管理（オンライン）、DX入門　の６科目

６科目すべて、
または特定の科目を選択
※Bコース科目を選択した場合で
も、Aコースの科目が選択可能

21,000～
140,000円 9～60時間

※A・Bコース13科目すべてを受講 320,000円 150時間
※各種助成金制度が利用可能です。(厚生労働省の人材開発支援助成金を受けるには、入校式の１か月前までに、石川労働局に申請する必要があります。)
　〈助成例〉総合コース　約349,000円（テキスト代含む。） → 約59,000円になります。
※講義形態は、１時限目8:45～10:15、２時限目10:30～12:00（各90分授業）の後、午後からは職場に戻り通常業務といったサイクルになります。

詳細はこちら▶ 募
集
人
数

３
名

応
募
資
格

▼
小
松
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
18
歳
以
上

の
女
性（
以
前
に
、こ
ま
つ
夢
案
内
人

及
び
こ
ま
つ
姫
御
前
に
選
ば
れ
た
人

も
応
募
で
き
ま
す
）。

▼
現
在
、他
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
し
て

　
い
な
い
方
。

応
募
方
法

履
歴
書
と
写
真（
顔
と
全
身
各
1
枚
）を

郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

応
募
先

〒
9
2
3
-0
8
0
1

小
松
市
園
町
ホ
91
-1

北
國
新
聞
社
　
小
松
能
美
支
社
内

「
こ
ま
つ
姫
御
前
コ
ン
テ
ス
ト
実
行
委
員

会
」事
務
局

*kom
atsu.s@

　

hokkoku.co.jp

締
め
切
り

令
和
７
年
9
月
5
日（
金
）同
日
必
着

お
問
合
せ
先

北
國
新
聞
社
小
松
能
美
支
社

　
　
　
　
　
　
　   

☎
24
・
3
1
1
1

小
松
市
観
光
交
流
課
　
☎
24
・
8
0
7
6

小
松
商
工
会
議
所
　
☎
21
・
3
1
2
1

令和7年 9月20日（土）コンテスト
開催日

認定証、楯正 賞
現金15万円、東京往復航空券、
JA蛍米

副 賞

募
集

ふ
る
さ
と
小
松
の
観
光
大
使

2025

2024年こまつ姫御前

小松をＰＲ
する姫御前を募集します

第49回
10月11日(土)、12日(日)のイ
ベントを盛り上げる参加者を
募集します。

 11日（土） 輪島キリコ担ぎ手
ところ　駅前れんが花道通り　　応募枠　30名（先着順）
応募期間　8月4日（月）～31日（日） 定員に達し次第受付を終了します。　　参加費　無料

 11日（土）・12日（日） ダンスコンテスト
ところ　小松駅前市民公園 他
応募枠　小学生部門 30チーム（先着順）
　　　　ポピュラー部門（中学生以上） 20チーム（先着順）

応募期間　8月4日（月）～15日（金）
　　　　　定員に達し次第受付を終了します。

参加費　2,000円

 11日（土）・12日（日） ステージパフォーマンス
ところ　小松駅前市民公園　他
応募枠　10月11日（土）
　　　　13団体程度（応募多数の場合は書類選考）
　　　　10月12日（日）
　　　　7団体程度（応募多数の場合は書類選考）

応募期間　8月4日（月）～15日（金）
参加費　無料

申し込み・お問合せ先
小松市どんどんまつり実行委員会（小松商工会議所内）　TEL:21-3121　FAX:21-3120

参加者募集

第49回
小松市どんどんまつり

ホームページ▶

INFORMATION 雇用情報

7 小松商工会議所 2025.8



〒923-0921　小松市土居原町10-10  TEL(0761)21-8000㈹

URL  https//front.g@if-binario.com

アクサ生命保険株式会社
小松営業所　
〒���-����
石川県小松市園町二�
小松商工会議所ビル�F
TEL：����-��-����

アクサ生命は、商工会議所と協力し、会員事業所の各種ニーズ（弔慰金・
見舞金制度、退職金制度、リスク対策や事業承継など）を共済制度／
福祉制度でサポートしています。

「離職率が下がり始めている」「生産性がアップしてきた」。いま、経営者の皆様の
そんな声が増えています。それはきっと、アクサの健康経営による「やりがい効果」。
心と身体の健康をケアすることはもちろん、ある会社では「仕事と治療の両立」や
「社内サークル活動」などに取り組み、夢や生きがい、働きがいといった
「社会的健康」までをサポートしています。
社員一人ひとりがやりがいをもって働ける環境をつくり、
会社全体も元気に変えていくために。アクサ生命がお手伝いします。

やりがいが集まって、会社はつよくなる。

令和7年8月23日（土）•24日（日）
会場●弁慶スタジアム・石川県立小松工業高等学校グラウンド
主催●石川県高等学校野球連盟・小松勧進帳カップ実行委員会

　岐阜県の岐阜県立岐阜商業高等学校を招待し、小松市内の
高校6校と交流試合を開催いたします。ぜひ皆様のご来場を
お待ちしております。詳細につきましては右記HPをご覧くだ
さい。また、交流試合の運営に関し皆様のご厚志を募集して
おります。先月号（7月号）会報に同封のチラシをご覧いただ
き、是非ご協力をお願いします。

招待校●岐阜県立岐阜商業高等学校
参加校●石川県立小松高等学校、石川県立小松明峰高等学校、
　　　　石川県立小松工業高等学校、石川県立小松商業高等学校、
　　　　小松市立高等学校、小松大谷高等学校

小松勧進帳カップ実行委員会
TEL 0761-21-3121

お問い合わせ

交流試合開催
第８回 小松勧進帳高校野球

小松勧進帳高校野球

令和７年度海外経済視察派遣事業 7/2～6・13～16

CCイノベーションシンガポール拠点にてタイ・バンコク

　
本
所
で
は
、
小
松
空
港
国
際
便
の
利
用
促
進
と
経
済
発
展
が
進
む
東
南
ア
ジ
ア
地

域
の
経
済
動
向
を
知
る
こ
と
を
目
的
に
、
海
外
経
済
視
察
派
遣
事
業
を
実
施
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
と
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
の
２
コ
ー
ス
を
設
定
し
、
西
正
次
会
頭
以
下
、
総
勢
34
名

が
参
加
し
た
。

　
７
月
２
日
〜
６
日
に
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
13
日
〜
16
日
に
は
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
を
訪
問
し
、
各

コ
ー
ス
と
も
小
松
・
ソ
ウ
ル
便
を
利
用
し
た
乗
継
便
で
現
地
を
訪
問
、
両
国
の
経
済
情
勢
や
今
後

の
動
向
に
関
し
て
は
、
㈱
北
國
銀
行
の
グ
ル
ー
プ
企
業
で
あ
る
㈱
C
C
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
現
地

法
人
の
協
力
を
受
け
、
視
察
・
講
演
会
を
実
施
し
た
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
コ
ー
ス
で
は
、
７
月
３
日
に
C
C
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
拠
点
事
務
所

を
訪
れ
、
訪
問
団
の
団
長
を
務
め
る
西
会
頭
の
挨
拶
に
続
き
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
別
所
雄
紀
氏
か

ら
国
の
基
本
情
報
、
現
地
経
済
・
産
業
構
成
の
特
性
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
は
東
京
23
区
よ
り
や
や
広
い
面
積
の
中
に
約
6
0
0
万
人
が
在
住
し
、
約
４
割
は
外
国
人
が
占

め
る
な
ど
多
国
籍
な
国
家
で
あ
る
。
1
人
当
た
り
の
G
D
P
は
ア
ジ
ア
で
１
位
、
世
界
で
も
４
位

の
規
模
を
誇
る
な
ど
経
済
的
も
成
熟
し
て
お
り
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
拠
点
に
東
南
ア
ジ
ア
で
ビ
ジ

ネ
ス
展
開
す
る
企
業
も
多
い
。
同
社
と
し
て
も
ア
ジ
ア
地
区
の
メ
イ
ン
拠
点
と
位
置
づ
け
て
お

り
、
独
自
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
と
に
金
融
・
投
資
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
を
展
開
、
近
年
で

は
日
系
企
業
に
限
ら
な
い
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
へ
の
金
融
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
力
を
注
い
で
い
る
。

　
７
月
13
〜
16
日
の
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
コ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
７
月
14

日
に
C
C
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
タ
イ
拠
点
の
滝
沢
悠
平
氏
を
講
師
に
招

き
、
板
尾
副
会
頭
の
挨
拶
後
、
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
の
経
済
情
勢
に
つ

い
て
講
演
頂
い
た
。
C
C
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
タ
イ
拠
点
で
は
、
在
タ
イ

日
系
企
業
の
事
業
環
境
、
タ
イ
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
企
業

の
現
地
化
等
の
悩
み
や
、
日
本
企
業
の
海
外
展
開
に
関
す
る
相
談
を

受
け
、
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
滝
沢
氏
は
、「
タ
イ
の
自

動
車
業
界
に
お
い
て
は
、
価
格
競
争
力
と
技
術
革
新
を
武
器
に
中
国

E
V
が
シ
ェ
ア
を
拡
大
し
、
日
系
企
業
の
輸
出
・
市
場
戦
略
に
影
響

を
与
え
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
タ
イ
で
働
く
日
本
人
は
未
だ
多
い
が
、

減
少
傾
向
に
あ
る
。
日
系
企
業
の
現
地
化
は
急
務
だ
と
考
え
て
い

る
。」と
説
明
し
た
。

　
各
コ
ー
ス
の
参
加
者
は
、
現
地
担
当
者
か
ら
の
活
き
た
情
報
に
触

れ
、
東
南
ア
ジ
ア
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
等
に
理
解
を
深
め
た
他
、
活

気
あ
ふ
れ
る
各
所
を
巡
り
、
小
松
空
港
の
さ
ら
な
る
国
際
路
線
の
拡

大
に
期
待
を
寄
せ
、
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。

東
南
ア
ジ
ア
の
活
気
あ
ふ
れ
る
都
市
を
経
済
視
察

　
6
月
29
日
、
第
56
回
小
松
市
業
種
別
対

抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会（
主
催：本
所・主
管
：

小
松
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
）を
ス
カ
イ
パ

ー
ク
こ
ま
つ
翼
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
、
市
内

事
業
所
よ
り
17
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
た
。

　
当
初
予
定
し
て
い
た
6
月
9

日
は
、
悪
天
候
に
よ
り
順
延
と

な
っ
た
が
、
当
日
は
快
晴
の
も

と
開
催
を
迎
え
た
。
開
会
式
で

は
、
本
所
西
会
頭
か
ら
の
激
励

の
挨
拶
、
長
津
工
業
㈱
の
玉
田

皓
己
選
手
に
よ
る
選
手
宣
誓
が

行
わ
れ
、
引
き
続
き
17
チ
ー
ム

約
2
0
0
人
の
選
手
達
が
優
勝

を
目
指
し
て
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に

て
競
い
合
っ
た
。

　
試
合
会
場
に
は
、
各
チ
ー
ム

の
同
僚
や
選
手
の
家
族
が
応
援

に
駆
け
付
け
、
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
た
。
激
闘
の
結
果
、Ｊ

Ａ
小
松
市
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
が
優
勝
、

長
津
走
攻
守（
長
津
工
業
㈱
）が

準
優
勝
と
な
っ
た
。
最
優
秀
選

手
賞
に
は
中
條
信
吾
選
手

（
J
A
小
松
市
）、
優
秀
選
手
賞

に
河
合
辰
浩
選
手（
長
津
工
業

㈱
）が
選
出
さ
れ
た
。
大
会
の

結
果
は
次
の
と
お
り
。

長 津 走 攻 守

第56回

小
松
市
業
種
別
対
抗

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催

森康株式会社

板尾鉄工所Ａ

ＴＯＡアイン

コ マ テック

上 田 運 輸

J A 小 松 市
Ｂ Ｌ Ａ Ｃ Ｋ

ＴＯＡエモイ

長津ライジング

KOMATSU
K O U K I
K M T 長 津

長 津 Ｗ ＥＳ
ＳＩＬＶＥＲ

板尾鉄工所Ｂ
ＪＡ 小 松 市
Ｇ Ｏ Ｌ Ｄ

Ｍ Ｕ Ｒ ＡＩ
長津ＷＥＳＴ
Ｙ Ｏ Ｕ Ｎ Ｇ

コマツ粟津工場

ＪＡ小松市
ＧＯＬＤ

最優秀選手賞　中條 信吾（JA小松市GOLD）
優秀選手賞　河合 辰浩（長津走攻守）

15

4

6

10

8

4

15

6

0

7
8

6

23

18

20

3

0

19

5

21

13

11

6
6

11

4

26

14

15

4

30

11

西会頭による始球式

優勝チーム JA小松市GOLD

INFORMATION／会議所の動き INFORMATION
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〒923-0921　小松市土居原町10-10  TEL(0761)21-8000㈹

URL  https//front.g@if-binario.com

アクサ生命保険株式会社
小松営業所　
〒���-����
石川県小松市園町二�
小松商工会議所ビル�F
TEL：����-��-����

アクサ生命は、商工会議所と協力し、会員事業所の各種ニーズ（弔慰金・
見舞金制度、退職金制度、リスク対策や事業承継など）を共済制度／
福祉制度でサポートしています。

「離職率が下がり始めている」「生産性がアップしてきた」。いま、経営者の皆様の
そんな声が増えています。それはきっと、アクサの健康経営による「やりがい効果」。
心と身体の健康をケアすることはもちろん、ある会社では「仕事と治療の両立」や
「社内サークル活動」などに取り組み、夢や生きがい、働きがいといった
「社会的健康」までをサポートしています。
社員一人ひとりがやりがいをもって働ける環境をつくり、
会社全体も元気に変えていくために。アクサ生命がお手伝いします。

やりがいが集まって、会社はつよくなる。

令和7年8月23日（土）•24日（日）
会場●弁慶スタジアム・石川県立小松工業高等学校グラウンド
主催●石川県高等学校野球連盟・小松勧進帳カップ実行委員会

　岐阜県の岐阜県立岐阜商業高等学校を招待し、小松市内の
高校6校と交流試合を開催いたします。ぜひ皆様のご来場を
お待ちしております。詳細につきましては右記HPをご覧くだ
さい。また、交流試合の運営に関し皆様のご厚志を募集して
おります。先月号（7月号）会報に同封のチラシをご覧いただ
き、是非ご協力をお願いします。

招待校●岐阜県立岐阜商業高等学校
参加校●石川県立小松高等学校、石川県立小松明峰高等学校、
　　　　石川県立小松工業高等学校、石川県立小松商業高等学校、
　　　　小松市立高等学校、小松大谷高等学校

小松勧進帳カップ実行委員会
TEL 0761-21-3121

お問い合わせ

交流試合開催
第８回 小松勧進帳高校野球

小松勧進帳高校野球

令和７年度海外経済視察派遣事業 7/2～6・13～16

CCイノベーションシンガポール拠点にてタイ・バンコク

　
本
所
で
は
、
小
松
空
港
国
際
便
の
利
用
促
進
と
経
済
発
展
が
進
む
東
南
ア
ジ
ア
地

域
の
経
済
動
向
を
知
る
こ
と
を
目
的
に
、
海
外
経
済
視
察
派
遣
事
業
を
実
施
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
と
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
の
２
コ
ー
ス
を
設
定
し
、
西
正
次
会
頭
以
下
、
総
勢
34
名

が
参
加
し
た
。

　
７
月
２
日
〜
６
日
に
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
13
日
〜
16
日
に
は
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
を
訪
問
し
、
各

コ
ー
ス
と
も
小
松
・
ソ
ウ
ル
便
を
利
用
し
た
乗
継
便
で
現
地
を
訪
問
、
両
国
の
経
済
情
勢
や
今
後

の
動
向
に
関
し
て
は
、
㈱
北
國
銀
行
の
グ
ル
ー
プ
企
業
で
あ
る
㈱
C
C
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
現
地

法
人
の
協
力
を
受
け
、
視
察
・
講
演
会
を
実
施
し
た
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
コ
ー
ス
で
は
、
７
月
３
日
に
C
C
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
拠
点
事
務
所

を
訪
れ
、
訪
問
団
の
団
長
を
務
め
る
西
会
頭
の
挨
拶
に
続
き
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
別
所
雄
紀
氏
か

ら
国
の
基
本
情
報
、
現
地
経
済
・
産
業
構
成
の
特
性
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
は
東
京
23
区
よ
り
や
や
広
い
面
積
の
中
に
約
6
0
0
万
人
が
在
住
し
、
約
４
割
は
外
国
人
が
占

め
る
な
ど
多
国
籍
な
国
家
で
あ
る
。
1
人
当
た
り
の
G
D
P
は
ア
ジ
ア
で
１
位
、
世
界
で
も
４
位

の
規
模
を
誇
る
な
ど
経
済
的
も
成
熟
し
て
お
り
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
拠
点
に
東
南
ア
ジ
ア
で
ビ
ジ

ネ
ス
展
開
す
る
企
業
も
多
い
。
同
社
と
し
て
も
ア
ジ
ア
地
区
の
メ
イ
ン
拠
点
と
位
置
づ
け
て
お

り
、
独
自
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
と
に
金
融
・
投
資
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
を
展
開
、
近
年
で

は
日
系
企
業
に
限
ら
な
い
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
へ
の
金
融
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
力
を
注
い
で
い
る
。

　
７
月
13
〜
16
日
の
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
コ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
７
月
14

日
に
C
C
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
タ
イ
拠
点
の
滝
沢
悠
平
氏
を
講
師
に
招

き
、
板
尾
副
会
頭
の
挨
拶
後
、
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
の
経
済
情
勢
に
つ

い
て
講
演
頂
い
た
。
C
C
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
タ
イ
拠
点
で
は
、
在
タ
イ

日
系
企
業
の
事
業
環
境
、
タ
イ
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
企
業

の
現
地
化
等
の
悩
み
や
、
日
本
企
業
の
海
外
展
開
に
関
す
る
相
談
を

受
け
、
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
滝
沢
氏
は
、「
タ
イ
の
自

動
車
業
界
に
お
い
て
は
、
価
格
競
争
力
と
技
術
革
新
を
武
器
に
中
国

E
V
が
シ
ェ
ア
を
拡
大
し
、
日
系
企
業
の
輸
出
・
市
場
戦
略
に
影
響

を
与
え
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
タ
イ
で
働
く
日
本
人
は
未
だ
多
い
が
、

減
少
傾
向
に
あ
る
。
日
系
企
業
の
現
地
化
は
急
務
だ
と
考
え
て
い

る
。」と
説
明
し
た
。

　
各
コ
ー
ス
の
参
加
者
は
、
現
地
担
当
者
か
ら
の
活
き
た
情
報
に
触

れ
、
東
南
ア
ジ
ア
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
等
に
理
解
を
深
め
た
他
、
活

気
あ
ふ
れ
る
各
所
を
巡
り
、
小
松
空
港
の
さ
ら
な
る
国
際
路
線
の
拡

大
に
期
待
を
寄
せ
、
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。

東
南
ア
ジ
ア
の
活
気
あ
ふ
れ
る
都
市
を
経
済
視
察

　
6
月
29
日
、
第
56
回
小
松
市
業
種
別
対

抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会（
主
催：本
所・主
管
：

小
松
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
）を
ス
カ
イ
パ

ー
ク
こ
ま
つ
翼
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
、
市
内

事
業
所
よ
り
17
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
た
。

　
当
初
予
定
し
て
い
た
6
月
9

日
は
、
悪
天
候
に
よ
り
順
延
と

な
っ
た
が
、
当
日
は
快
晴
の
も

と
開
催
を
迎
え
た
。
開
会
式
で

は
、
本
所
西
会
頭
か
ら
の
激
励

の
挨
拶
、
長
津
工
業
㈱
の
玉
田

皓
己
選
手
に
よ
る
選
手
宣
誓
が

行
わ
れ
、
引
き
続
き
17
チ
ー
ム

約
2
0
0
人
の
選
手
達
が
優
勝

を
目
指
し
て
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に

て
競
い
合
っ
た
。

　
試
合
会
場
に
は
、
各
チ
ー
ム

の
同
僚
や
選
手
の
家
族
が
応
援

に
駆
け
付
け
、
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
た
。
激
闘
の
結
果
、Ｊ

Ａ
小
松
市
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
が
優
勝
、

長
津
走
攻
守（
長
津
工
業
㈱
）が

準
優
勝
と
な
っ
た
。
最
優
秀
選

手
賞
に
は
中
條
信
吾
選
手

（
J
A
小
松
市
）、
優
秀
選
手
賞

に
河
合
辰
浩
選
手（
長
津
工
業

㈱
）が
選
出
さ
れ
た
。
大
会
の

結
果
は
次
の
と
お
り
。

長 津 走 攻 守

第56回

小
松
市
業
種
別
対
抗

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催

森康株式会社

板尾鉄工所Ａ

ＴＯＡアイン

コ マ テック

上 田 運 輸

J A 小 松 市
Ｂ Ｌ Ａ Ｃ Ｋ

ＴＯＡエモイ

長津ライジング

KOMATSU
K O U K I
K M T 長 津

長 津 Ｗ ＥＳ
ＳＩＬＶＥＲ

板尾鉄工所Ｂ
ＪＡ 小 松 市
Ｇ Ｏ Ｌ Ｄ

Ｍ Ｕ Ｒ ＡＩ
長津ＷＥＳＴ
Ｙ Ｏ Ｕ Ｎ Ｇ

コマツ粟津工場

ＪＡ小松市
ＧＯＬＤ

最優秀選手賞　中條 信吾（JA小松市GOLD）
優秀選手賞　河合 辰浩（長津走攻守）
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産業政策委員会 6/18

商業まちづくり委員会 6/20

委員会の様子

中小企業対策委員会 6/19

小松YEG 6/25

講師の吉田氏講演を聞くメンバー

南加賀商工観光推進協議会 7/8

6/22 実施6/22 実施

第234回 日商珠算検定合格者第234回 日商珠算検定合格者

梯川協議会 7/7

7/8

見学する委員説明の様子長野ポンプ㈱を視察カジファクトリーパークにて

　
本
所
産
業
政
策
委
員
会（
委
員
長
：
木
村
勉
）で
は
、
先
端
技

術
等
の
知
見
を
深
め
る
た
め
、
北
陸
デ
ジ
タ
ル
も
の
づ
く
り
セ

ン
タ
ー（
福
井
県
坂
井
市
）の
視
察
を
実
施
し
、
委
員
13
名
が
参

加
し
た
。

　
視
察
で
は
、
所
長
の
芦
田
極
氏
お
よ
び
所
長
代
理
の
島
田
洋
蔵
氏
よ

り
、
産
業
技
術
総
合
研
究
所（
産
総
研
）の
沿
革
や
概
要
、
同
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
主
な
研
究
活
動
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

続
い
て
、
運
動
計
測
設
備
、
ス
マ
ー
ト
テ
キ
ス
タ
イ
ル
設
備
、
金
属

3
D
プ
リ
ン
タ
設
備
の
３
つ
の
研
究
設
備
を
見
学
し
た
。

　
な
か
で
も
ス
マ
ー
ト
テ
キ
ス
タ
イ
ル
設
備
で
は
、
機
能
性
だ
け
で
な

く
デ
ザ
イ
ン
性
や
着
心
地
と
い
っ
た
使
用
者
の
視
点
も
重
視
し
て
お
り
、

ス
ポ
ー
ツ
、
医
療
、
介
護
、
作
業
現
場
な
ど
幅
広
い
分
野
で
の
実
用
性

を
意
識
し
た
開
発
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
参
加
者
か
ら
は
、
多
く
の
質

問
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
芦
田
所
長
は
、「
開
所
以
来
、
福
井
県
内
企
業
か
ら
の
相
談
や
連
携

の
申
し
出
が
多
い
。
今
後
は
他
県
と
の
連
携
も
一
層
深
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
全
国
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
当
セ
ン

タ
ー
の
強
み
で
あ
る
た
め
、
ま
ず
は
気
軽
に
北
陸
デ
ジ
タ
ル
も
の
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
て
ほ
し
い
。」と
呼
び
か
け
た
。

北
陸
デ
ジ
タ
ル
も
の
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
を
視
察

　
本
所
中
小
企
業
対
策
委
員
会（
委
員
長
：𠮷
田
守
伸
）委
員
13
名

は
、
6
月
19
日
に
長
野
ポ
ン
プ
㈱
及
び
カ
ジ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
パ
ー
ク

の
視
察
を
実
施
し
た
。

　
長
野
ポ
ン
プ
㈱
は
地
域
の
特
性
に
合
わ
せ
た
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
専
用

設
計（
完
全
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
）で
製
造
す
る
全
国
で
も
非
常
に
珍
し
い
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
メ
ー
カ
ー
。一
行
は
、
同
社
が
日
本
市
場
に
初
め
て
投
入
し

た
消
防
車
の
オ
ー
ル
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
フ
レ
ー
ム
が
劇
的
な
車
体
の
軽
量
化
を

実
現
し
た
こ
と
や
、
車
の
両
側
か
ら
吸
管
を
引
き
出
せ
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発

し
た
こ
と
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
製
造
工
程
の
見
学
を
し
た
。

　
続
い
て
、
4
月
10
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
カ
ジ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
パ

ー
ク
で
は
、
約
1
6
0
台
の
織
機
に
よ
っ
て
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
極
薄
ナ

イ
ロ
ン
織
物
が
作
ら
れ
て
い
く
様
子
を
見
学
し
た
。
施
設
内
に
あ
る
オ
リ
ジ

ナ
ル
シ
ョ
ッ
プ「
7
9
C
O
L
L
E
C
T
I
O
N
や「
T
O
&
F
R
O「
K
ー

3
B
」で
は
髪
の
毛
の
1
／
3
程
し
か
な
い
極
細
糸
を
長
年
培
っ
て
き
た
技
術

で
丁
寧
に
織
り
あ
げ
た
合
繊
生
地
ブ
ラ
ン
ド「
K
A
J
I
F
」を
使
用
し
た
商

品
が
購
入
で
き
る
。
そ
の
他
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
や
地
産
地
消
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
し
た「
7
9
K
I
T
C
H
E
N
」、
現
代
ア
ー
ト
と
自
然
を
感
じ
ら
れ
る

「
O
L
I
V
E 

G
A
R
D
E
N
」な
ど
工
場
見
学
以
外
に
も
幅
広
く
楽
し
め

る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、一
行
は
各
々
で
視
察
し
た
。

　
委
員
ら
は
視
察
終
了
後
、
市
内
へ
戻
り
懇
親
会
を
開
催
し
た
。

長
野
ポ
ン
プ
㈱
・
カ
ジ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
パ
ー
ク
を
視
察

講師の小林太一氏

　
本
所
商
業
ま
ち
づ
く
り
委
員
会（
委
員
長
：
嵐
良
隆
）で
は
、

ゲ
ス
ト
に
㈱
こ
ま
つ
賑
わ
い
セ
ン
タ
ー
代
表
取
締
役
社
長
の
小

林
太
一
氏
を
迎
え
、「
北
陸
新
幹
線
開
業
ま
で
の
取
組
と
こ
ま

つ
２
０
４
０
年
ビ
ジ
ョ
ン
に
向
け
た
取
組
」と
題
し
委
員
会
を

開
催
し
た
。
委
員
22
名
が
出
席
し
た
。

　
小
林
社
長
よ
り
、
２
０
２
２
年
５
月
か
ら
取
り
組
ま
れ
た
北
陸
新
幹

線
開
業
に
向
け
た
様
々
な
事
業
や
、
Kｏｍａ
ｔｓｕ
九
を
核
と
し
た
賑

わ
い
創
出
と
情
報
発
信
な
ど
、
ま
ち
な
か
再
生
に
向
け
た
エ
リ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
推
進
を
テ
ー
マ
と
し
た
取
組
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
い
た
。

　
小
林
社
長
は
、「
新
幹
線
開
業
後
の
人
流
が
対
前
年
比
10
％
増
と
な
っ

て
い
る
。
石
川
県
で
唯
一
の『
都
市
再
生
推
進
法
人
』で
あ
る
㈱
こ
ま
つ

賑
わ
い
セ
ン
タ
ー
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
活
動
の
推

進
、
行
政
と
住
民
、
事
業
者
と
の
対
話
や
調
整
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

対
話
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
そ
の
情
報
を
見
え
る
化
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
２
０
４
０
年
に
向
け
た
基
礎
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
る
。」

と
話
さ
れ
た
。

㈱
こ
ま
つ
賑
わ
い
セ
ン
タ
ー
の
取
組
と
ま
ち
づ
く
り

　
本
所
Y
E
G（
会
長
：
廣
田
有
希
雄
）は
6
月
25
日
、
６
月
例

会
を
開
催
し
、
メ
ン
バ
ー
28
名
が
参
加
し
た
。
例
会
で
は
小
松

Y
E
G
顧
問
で
、
小
松
商
工
会
議
所
事
務
局
長
の
吉
田
賢
司
氏

が
講
師
と
し
て
、
小
松
商
工
会
議
所
の
概
要
と
活
動
な
ど
に
つ

い
て
講
演
さ
れ
た
。

　
Y
E
G
の
綱
領
に
は「
商
工
会
議
所
活
動
の
一
翼
を
担
い
」と
あ
り
、

商
工
会
議
所
の
活
動
と
し
て
重
要
な
位
置
づ
け
に
あ
る
政
策
要
望
活
動

を
Y
E
G
と
し
て
も
重
要
視
し
て
い
る
。

　
小
松
Y
E
G
で
は
令
和
７
年
度
中
の
小
松
市
へ
の
政
策
提
言
を
目
指

し
、
ま
ち
づ
く
り
・
政
策
提
言
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
勉
強
会
を
重
ね

て
い
る
。

　
吉
田
氏
は
、
商
工
会
議
所
の
成
り
立
ち
や
、
根
拠
法
と
な
る
商
工
会

議
所
法
、
定
款
な
ど
か
ら
会
議
所
の
役
割
や
活
動
目
的
な
ど
に
つ
い
て

語
っ
た
。
ま
た
、
実
際
に
要
望
活
動
が
政
策
に
結
び
つ
い
た
事
例
な
ど

を
挙
げ
た
。

　
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
大
変
参
考
に
な
っ
た
、
と
い
っ
た
感
想
が
あ
り
、
今

後
の
政
策
提
言
活
動
に
向
け
学
び
の
あ
る
例
会
と
な
っ
た
。

商
工
会
議
所
へ
の
理
解
を
深
め
る

　
梯
川
協
議
会（
会
長
：
橋
浦
隆
）は
、
令
和
７
年
７
月
７
日
に「
水
辺
で
乾
杯
２
０
２

5
i
n
か
け
は
し
が
わ
」を
、小
松
市
大
川
町
一
丁
目
公
民
館
裏
堤
防
に
て
開
催
し
た
。

　
今
年
は
、
令
和
７
年
と
い
う
こ
と
で
７
が
３
つ
並
ぶ
、
令
和
７
年
７
月
７
日
に
開
催
し
た
。

初
め
に
、
橋
浦
会
長
、
宮
橋
小
松
市
長
が
挨
拶
を
行
い
、

小
松
市
議
会
議
員
新
田
議
員
よ
り
、
午
後
７
時
７
分
７
秒

に
乾
杯
頂
き
、
記
念
の
会
を
盛
り
上
げ
て
始
ま
っ
た
。
乾

杯
後
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
、
梯
川
協

議
会
会
員
だ
け
で
な
く
各
団
体
や
周
辺
住
民
約
80
名
が
参

加
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
は
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
め
ん
た
ん
ぴ
ん
佐
々

木
忠
平
氏
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
。

　
弾
き
語
り
の
前
に
、
佐
々
木
氏
よ
り
梯
川
へ
の
思
い
を

語
っ
て
い
た
だ
き
、
２
曲
ご
披
露
い
た
だ
い
た
。

　
終
了
後
、
飲
み
物
な
ど
の
ご
み
を
回
収
し
、
次
回
の
水

辺
で
乾
杯
２
０
２
６
i
n
か
け
は
し
が
わ
の
参
加
を
呼
び

掛
け
た
。

水
辺
で
乾
杯
２
０
２
５
ｉｎ
か
け
は
し
が
わ
を
開
催

挨拶する西会長 めんたんぴん佐々木忠平氏総会の様子

　
南
加
賀
商
工
観
光
推
進
協
議
会（
会
長
：
西
正
次
）は
、
令
和

７
年
度
総
会
を
サ
イ
エ
ン
ス
ヒ
ル
ズ
こ
ま
つ
に
て
開
催
。
宮
橋 

勝
栄
小
松
市
長
、
井
出
敏
朗
能
美
市
長
の
ご
臨
席
の
も
と
、
32

人
が
出
席
し
、
令
和
６
年
度
の
事
業
報
告
・
収
支
決
算
、
令
和

７
年
度
の
事
業
計
画
・
収
支
予
算
が
承
認
さ
れ
た
。

　
昨
年
３
月
に
県
内
全
線
開
業
し
た
北
陸
新
幹
線
と
小
松
空
港
、
高
速

道
路
の
３
大
高
速
イ
ン
フ
ラ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
を
活
用
し
た
観
光
振

興
、
地
域
活
性
化
に
向
け
、
効
果
的
な
取
組
の
検
討
や
調
査
研
究
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
本
年
度
の
事
業
計
画
案
な
ど
が
承
認
さ
れ
た
。

　
西
会
長
は
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
、
空
港
や
周
辺
で
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

整
備
、
ア
リ
ー
ナ
建
設
、
防
災
庁
誘
致
の
計
画
に
つ
い
て
、
地
元
経
済

団
体
と
し
て
積
極
的
に
関
与
す
る
方
針
を
示
し
た
。
ま
た
、
昨
年
本
会

で
北
陸
新
幹
線
の
米
原
ル
ー
ト
の
実
現
を
求
め
る
決
議
を
行
っ
て
お
り
、

敦
賀
以
西
の
整
備
に
向
け
て
、
行
政
と
共
に
早
期
実
現
を
求
め
て
い
く

と
話
し
た
。

　
本
協
議
会
は
、
南
加
賀
地
域
の
３
市
１
町
の
商
工
会
・
商
工
会
議
所
、

行
政
、
観
光
や
物
産
の
振
興
団
体
で
組
織
。
連
携
で
の
事
業
を
行
っ
て

い
る
。

令
和
７
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
な
ど
承
認

小松空港国際化推進協議会総会・特別講演会

挨拶する西理事長講師の佐伯道子氏

　
小
松
空
港
国
際
化
推
進
協
議
会（
理
事
長
：
西
正
次
）は
、
サ
イ

エ
ン
ス
ヒ
ル
ズ
こ
ま
つ
に
て
令
和
７
年
度
総
会
を
開
催
し
、
県
内

商
工
会
議
所
・
商
工
関
係
者
ら
57
名
が
出
席
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
理
事
長
の
西
正
次
小
松
商
工
会
議
所
会
頭
は
、「
小

松
空
港
は
、
今
年
で
開
港
よ
り
64
年
目
を
迎
え
、
様
々
な
社
会
情
勢
や

経
済
環
境
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
今
日
を
迎
え
て
い
る
。
新
た
な
タ

ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
や
ア
リ
ー
ナ
構
想
、
防
災
庁
誘
致
等
の
小
松
空
港
周
辺

の
事
業
展
開
に
も
積
極
的
に
関
与
し
て
い
き
た
い
。」と
挨
拶
し
た
。
議

案
審
議
で
は
、
令
和
６
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
、
令
和
７
年
度

事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
が
承
認
さ
れ
た
。

　
総
会
後
の
特
別
講
演
会
で
は
、「
香
港
の
観
光
素
材
・
最
新
情
報
や
、

香
港
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
に
つ
い
て
」と
題
し
て
、
香
港
政
府
観

光
局
の
シ
ニ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
佐
伯
道
子
氏
が
、
香
港
の
魅
力
や
注
目

ス
ポ
ッ
ト
、
香
港
人
の
旅
行
動
向
等
に
つ
い
て
講
話
さ
れ
た
。

　
本
総
会
・
講
演
会
に
は
、
本
所
の
空
港
・
都
市
政
策
委
員
会（
委
員
長
：

今
出 

真
稔
）も
参
加
し
、
小
松
空
港
活
性
化
推
進
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
目
線
・
事
業
者
目
線
で
事
業
展
開

集合写真

２級　中村　彩杜
３級　中村　涼羽
４級　古川　幹、瀬名　亮太、島畑　快成、
　　　南出　将太、加納　想大
５級　谷口　咲菜
６級　南出　稜晴、山川　聡介、西沢　康平
７級　山田　彩七、岡田　瀬奈、島口　愛未
８級　山本　晟、本田　愛珠、森中　湧士、
　　　松本　奏美

第318回 暗算検定合格者第318回 暗算検定合格者

３級　竹田　朔
５級　山本　倖、
　　　島口　結衣
６級　木戸口　航

日商珠算検定・暗算検定

会議所の動き 会議所の動き
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産業政策委員会 6/18

商業まちづくり委員会 6/20

委員会の様子

中小企業対策委員会 6/19

小松YEG 6/25

講師の吉田氏講演を聞くメンバー

南加賀商工観光推進協議会 7/8

6/22 実施6/22 実施

第234回 日商珠算検定合格者第234回 日商珠算検定合格者

梯川協議会 7/7

7/8

見学する委員説明の様子長野ポンプ㈱を視察カジファクトリーパークにて

　
本
所
産
業
政
策
委
員
会（
委
員
長
：
木
村
勉
）で
は
、
先
端
技

術
等
の
知
見
を
深
め
る
た
め
、
北
陸
デ
ジ
タ
ル
も
の
づ
く
り
セ

ン
タ
ー（
福
井
県
坂
井
市
）の
視
察
を
実
施
し
、
委
員
13
名
が
参

加
し
た
。

　
視
察
で
は
、
所
長
の
芦
田
極
氏
お
よ
び
所
長
代
理
の
島
田
洋
蔵
氏
よ

り
、
産
業
技
術
総
合
研
究
所（
産
総
研
）の
沿
革
や
概
要
、
同
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
主
な
研
究
活
動
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

続
い
て
、
運
動
計
測
設
備
、
ス
マ
ー
ト
テ
キ
ス
タ
イ
ル
設
備
、
金
属

3
D
プ
リ
ン
タ
設
備
の
３
つ
の
研
究
設
備
を
見
学
し
た
。

　
な
か
で
も
ス
マ
ー
ト
テ
キ
ス
タ
イ
ル
設
備
で
は
、
機
能
性
だ
け
で
な

く
デ
ザ
イ
ン
性
や
着
心
地
と
い
っ
た
使
用
者
の
視
点
も
重
視
し
て
お
り
、

ス
ポ
ー
ツ
、
医
療
、
介
護
、
作
業
現
場
な
ど
幅
広
い
分
野
で
の
実
用
性

を
意
識
し
た
開
発
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
参
加
者
か
ら
は
、
多
く
の
質

問
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
芦
田
所
長
は
、「
開
所
以
来
、
福
井
県
内
企
業
か
ら
の
相
談
や
連
携

の
申
し
出
が
多
い
。
今
後
は
他
県
と
の
連
携
も
一
層
深
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
全
国
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
当
セ
ン

タ
ー
の
強
み
で
あ
る
た
め
、
ま
ず
は
気
軽
に
北
陸
デ
ジ
タ
ル
も
の
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
て
ほ
し
い
。」と
呼
び
か
け
た
。

北
陸
デ
ジ
タ
ル
も
の
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
を
視
察

　
本
所
中
小
企
業
対
策
委
員
会（
委
員
長
：𠮷
田
守
伸
）委
員
13
名

は
、
6
月
19
日
に
長
野
ポ
ン
プ
㈱
及
び
カ
ジ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
パ
ー
ク

の
視
察
を
実
施
し
た
。

　
長
野
ポ
ン
プ
㈱
は
地
域
の
特
性
に
合
わ
せ
た
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
専
用

設
計（
完
全
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
）で
製
造
す
る
全
国
で
も
非
常
に
珍
し
い
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
メ
ー
カ
ー
。一
行
は
、
同
社
が
日
本
市
場
に
初
め
て
投
入
し

た
消
防
車
の
オ
ー
ル
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
フ
レ
ー
ム
が
劇
的
な
車
体
の
軽
量
化
を

実
現
し
た
こ
と
や
、
車
の
両
側
か
ら
吸
管
を
引
き
出
せ
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発

し
た
こ
と
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
製
造
工
程
の
見
学
を
し
た
。

　
続
い
て
、
4
月
10
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
カ
ジ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
パ

ー
ク
で
は
、
約
1
6
0
台
の
織
機
に
よ
っ
て
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
極
薄
ナ

イ
ロ
ン
織
物
が
作
ら
れ
て
い
く
様
子
を
見
学
し
た
。
施
設
内
に
あ
る
オ
リ
ジ

ナ
ル
シ
ョ
ッ
プ「
7
9
C
O
L
L
E
C
T
I
O
N
や「
T
O
&
F
R
O「
K
ー

3
B
」で
は
髪
の
毛
の
1
／
3
程
し
か
な
い
極
細
糸
を
長
年
培
っ
て
き
た
技
術

で
丁
寧
に
織
り
あ
げ
た
合
繊
生
地
ブ
ラ
ン
ド「
K
A
J
I
F
」を
使
用
し
た
商

品
が
購
入
で
き
る
。
そ
の
他
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
や
地
産
地
消
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
し
た「
7
9
K
I
T
C
H
E
N
」、
現
代
ア
ー
ト
と
自
然
を
感
じ
ら
れ
る

「
O
L
I
V
E 

G
A
R
D
E
N
」な
ど
工
場
見
学
以
外
に
も
幅
広
く
楽
し
め

る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、一
行
は
各
々
で
視
察
し
た
。

　
委
員
ら
は
視
察
終
了
後
、
市
内
へ
戻
り
懇
親
会
を
開
催
し
た
。

長
野
ポ
ン
プ
㈱
・
カ
ジ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
パ
ー
ク
を
視
察

講師の小林太一氏

　
本
所
商
業
ま
ち
づ
く
り
委
員
会（
委
員
長
：
嵐
良
隆
）で
は
、

ゲ
ス
ト
に
㈱
こ
ま
つ
賑
わ
い
セ
ン
タ
ー
代
表
取
締
役
社
長
の
小

林
太
一
氏
を
迎
え
、「
北
陸
新
幹
線
開
業
ま
で
の
取
組
と
こ
ま

つ
２
０
４
０
年
ビ
ジ
ョ
ン
に
向
け
た
取
組
」と
題
し
委
員
会
を

開
催
し
た
。
委
員
22
名
が
出
席
し
た
。

　
小
林
社
長
よ
り
、
２
０
２
２
年
５
月
か
ら
取
り
組
ま
れ
た
北
陸
新
幹

線
開
業
に
向
け
た
様
々
な
事
業
や
、
Kｏｍａ
ｔｓｕ
九
を
核
と
し
た
賑

わ
い
創
出
と
情
報
発
信
な
ど
、
ま
ち
な
か
再
生
に
向
け
た
エ
リ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
推
進
を
テ
ー
マ
と
し
た
取
組
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
い
た
。

　
小
林
社
長
は
、「
新
幹
線
開
業
後
の
人
流
が
対
前
年
比
10
％
増
と
な
っ

て
い
る
。
石
川
県
で
唯
一
の『
都
市
再
生
推
進
法
人
』で
あ
る
㈱
こ
ま
つ

賑
わ
い
セ
ン
タ
ー
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
活
動
の
推

進
、
行
政
と
住
民
、
事
業
者
と
の
対
話
や
調
整
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

対
話
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
そ
の
情
報
を
見
え
る
化
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
２
０
４
０
年
に
向
け
た
基
礎
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
る
。」

と
話
さ
れ
た
。

㈱
こ
ま
つ
賑
わ
い
セ
ン
タ
ー
の
取
組
と
ま
ち
づ
く
り

　
本
所
Y
E
G（
会
長
：
廣
田
有
希
雄
）は
6
月
25
日
、
６
月
例

会
を
開
催
し
、
メ
ン
バ
ー
28
名
が
参
加
し
た
。
例
会
で
は
小
松

Y
E
G
顧
問
で
、
小
松
商
工
会
議
所
事
務
局
長
の
吉
田
賢
司
氏

が
講
師
と
し
て
、
小
松
商
工
会
議
所
の
概
要
と
活
動
な
ど
に
つ

い
て
講
演
さ
れ
た
。

　
Y
E
G
の
綱
領
に
は「
商
工
会
議
所
活
動
の
一
翼
を
担
い
」と
あ
り
、

商
工
会
議
所
の
活
動
と
し
て
重
要
な
位
置
づ
け
に
あ
る
政
策
要
望
活
動

を
Y
E
G
と
し
て
も
重
要
視
し
て
い
る
。

　
小
松
Y
E
G
で
は
令
和
７
年
度
中
の
小
松
市
へ
の
政
策
提
言
を
目
指

し
、
ま
ち
づ
く
り
・
政
策
提
言
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
勉
強
会
を
重
ね

て
い
る
。

　
吉
田
氏
は
、
商
工
会
議
所
の
成
り
立
ち
や
、
根
拠
法
と
な
る
商
工
会

議
所
法
、
定
款
な
ど
か
ら
会
議
所
の
役
割
や
活
動
目
的
な
ど
に
つ
い
て

語
っ
た
。
ま
た
、
実
際
に
要
望
活
動
が
政
策
に
結
び
つ
い
た
事
例
な
ど

を
挙
げ
た
。

　
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
大
変
参
考
に
な
っ
た
、
と
い
っ
た
感
想
が
あ
り
、
今

後
の
政
策
提
言
活
動
に
向
け
学
び
の
あ
る
例
会
と
な
っ
た
。

商
工
会
議
所
へ
の
理
解
を
深
め
る

　
梯
川
協
議
会（
会
長
：
橋
浦
隆
）は
、
令
和
７
年
７
月
７
日
に「
水
辺
で
乾
杯
２
０
２

5
i
n
か
け
は
し
が
わ
」を
、小
松
市
大
川
町
一
丁
目
公
民
館
裏
堤
防
に
て
開
催
し
た
。

　
今
年
は
、
令
和
７
年
と
い
う
こ
と
で
７
が
３
つ
並
ぶ
、
令
和
７
年
７
月
７
日
に
開
催
し
た
。

初
め
に
、
橋
浦
会
長
、
宮
橋
小
松
市
長
が
挨
拶
を
行
い
、

小
松
市
議
会
議
員
新
田
議
員
よ
り
、
午
後
７
時
７
分
７
秒

に
乾
杯
頂
き
、
記
念
の
会
を
盛
り
上
げ
て
始
ま
っ
た
。
乾

杯
後
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
、
梯
川
協

議
会
会
員
だ
け
で
な
く
各
団
体
や
周
辺
住
民
約
80
名
が
参

加
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
は
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
め
ん
た
ん
ぴ
ん
佐
々

木
忠
平
氏
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
。

　
弾
き
語
り
の
前
に
、
佐
々
木
氏
よ
り
梯
川
へ
の
思
い
を

語
っ
て
い
た
だ
き
、
２
曲
ご
披
露
い
た
だ
い
た
。

　
終
了
後
、
飲
み
物
な
ど
の
ご
み
を
回
収
し
、
次
回
の
水

辺
で
乾
杯
２
０
２
６
i
n
か
け
は
し
が
わ
の
参
加
を
呼
び

掛
け
た
。

水
辺
で
乾
杯
２
０
２
５
ｉｎ
か
け
は
し
が
わ
を
開
催

挨拶する西会長 めんたんぴん佐々木忠平氏総会の様子

　
南
加
賀
商
工
観
光
推
進
協
議
会（
会
長
：
西
正
次
）は
、
令
和

７
年
度
総
会
を
サ
イ
エ
ン
ス
ヒ
ル
ズ
こ
ま
つ
に
て
開
催
。
宮
橋 

勝
栄
小
松
市
長
、
井
出
敏
朗
能
美
市
長
の
ご
臨
席
の
も
と
、
32

人
が
出
席
し
、
令
和
６
年
度
の
事
業
報
告
・
収
支
決
算
、
令
和

７
年
度
の
事
業
計
画
・
収
支
予
算
が
承
認
さ
れ
た
。

　
昨
年
３
月
に
県
内
全
線
開
業
し
た
北
陸
新
幹
線
と
小
松
空
港
、
高
速

道
路
の
３
大
高
速
イ
ン
フ
ラ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
を
活
用
し
た
観
光
振

興
、
地
域
活
性
化
に
向
け
、
効
果
的
な
取
組
の
検
討
や
調
査
研
究
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
本
年
度
の
事
業
計
画
案
な
ど
が
承
認
さ
れ
た
。

　
西
会
長
は
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
、
空
港
や
周
辺
で
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

整
備
、
ア
リ
ー
ナ
建
設
、
防
災
庁
誘
致
の
計
画
に
つ
い
て
、
地
元
経
済

団
体
と
し
て
積
極
的
に
関
与
す
る
方
針
を
示
し
た
。
ま
た
、
昨
年
本
会

で
北
陸
新
幹
線
の
米
原
ル
ー
ト
の
実
現
を
求
め
る
決
議
を
行
っ
て
お
り
、

敦
賀
以
西
の
整
備
に
向
け
て
、
行
政
と
共
に
早
期
実
現
を
求
め
て
い
く

と
話
し
た
。

　
本
協
議
会
は
、
南
加
賀
地
域
の
３
市
１
町
の
商
工
会
・
商
工
会
議
所
、

行
政
、
観
光
や
物
産
の
振
興
団
体
で
組
織
。
連
携
で
の
事
業
を
行
っ
て

い
る
。

令
和
７
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
な
ど
承
認

小松空港国際化推進協議会総会・特別講演会

挨拶する西理事長講師の佐伯道子氏

　
小
松
空
港
国
際
化
推
進
協
議
会（
理
事
長
：
西
正
次
）は
、
サ
イ

エ
ン
ス
ヒ
ル
ズ
こ
ま
つ
に
て
令
和
７
年
度
総
会
を
開
催
し
、
県
内

商
工
会
議
所
・
商
工
関
係
者
ら
57
名
が
出
席
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
理
事
長
の
西
正
次
小
松
商
工
会
議
所
会
頭
は
、「
小

松
空
港
は
、
今
年
で
開
港
よ
り
64
年
目
を
迎
え
、
様
々
な
社
会
情
勢
や

経
済
環
境
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
今
日
を
迎
え
て
い
る
。
新
た
な
タ

ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
や
ア
リ
ー
ナ
構
想
、
防
災
庁
誘
致
等
の
小
松
空
港
周
辺

の
事
業
展
開
に
も
積
極
的
に
関
与
し
て
い
き
た
い
。」と
挨
拶
し
た
。
議

案
審
議
で
は
、
令
和
６
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
、
令
和
７
年
度

事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
が
承
認
さ
れ
た
。

　
総
会
後
の
特
別
講
演
会
で
は
、「
香
港
の
観
光
素
材
・
最
新
情
報
や
、

香
港
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
に
つ
い
て
」と
題
し
て
、
香
港
政
府
観

光
局
の
シ
ニ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
佐
伯
道
子
氏
が
、
香
港
の
魅
力
や
注
目

ス
ポ
ッ
ト
、
香
港
人
の
旅
行
動
向
等
に
つ
い
て
講
話
さ
れ
た
。

　
本
総
会
・
講
演
会
に
は
、
本
所
の
空
港
・
都
市
政
策
委
員
会（
委
員
長
：

今
出 

真
稔
）も
参
加
し
、
小
松
空
港
活
性
化
推
進
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
目
線
・
事
業
者
目
線
で
事
業
展
開

集合写真

２級　中村　彩杜
３級　中村　涼羽
４級　古川　幹、瀬名　亮太、島畑　快成、
　　　南出　将太、加納　想大
５級　谷口　咲菜
６級　南出　稜晴、山川　聡介、西沢　康平
７級　山田　彩七、岡田　瀬奈、島口　愛未
８級　山本　晟、本田　愛珠、森中　湧士、
　　　松本　奏美

第318回 暗算検定合格者第318回 暗算検定合格者

３級　竹田　朔
５級　山本　倖、
　　　島口　結衣
６級　木戸口　航

日商珠算検定・暗算検定

会議所の動き 会議所の動き
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令
和
６
年
３
月
に
惜
し
ま
れ
な
が
ら

閉
店
し
た
懐
石
料
理
店「
食
工
房 

花
卯
」

の
店
舗
を
店
主
の
奥
様
の
矢
田
み
ゆ
き

さ
ん
が
同
年
11
月
に
多
目
的
カ
フ
ェ「
楽

工
房
　
和
音
♪
」と
し
て
再
オ
ー
プ
ン
。

　「
楽
工
房
　
和
音
♪
」と
い
う
店
名
は
、

カ
フ
ェ
だ
け
で
な
く
、
筆
ペ
ン
を
使
っ

て
文
字
や
絵
を
ハ
ガ
キ
・
色
紙
な
ど
に

描
く「
己
書
」の
教
室
や
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
癒
し
の
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
開
催
す
る
多
目
的
な
お
店
と

な
っ
て
お
り
、「
楽
し
い
こ
と
が
あ
る
お

店
」と
言
う
意
味
を
込
め
、
以
前
の
食

工
房
に
な
ぞ
ら
え
て
、「
楽
工
房（
た
の

し
こ
う
ぼ
う
）」と
名
付
け
ら
れ
た
。

　「
和
音
」は
、
音
楽
活
動
の
際
の
み
ゆ

き
さ
ん
の
名
前
で
、
ご
自
身
の
音
楽
活

動
の
経
験
や
人
脈
を
活
か
し
、
地
元
ア

マ
チ
ュ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
や
ツ
ア
ー

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
て
い
る
。

　
カ
フ
ェ
と
し
て
は
、
主
に
ス
ペ
シ
ャ

ル
テ
ィ
ー
コ
ー
ヒ
ー
を
ハ
ン
ド
ド
リ
ッ

プ
で
提
供
し
て
お
り
、
人
気
メ
ニ
ュ
ー

は
ぜ
ん
ざ
い
。
以
前
の
食
工
房
花
卯
の

コ
ー
ス
料
理
の
最
後
に
提
供
し
て
い
た

デ
ザ
ー
ト
の
ム
ー
ス
を「
う
さ
ぎ
の
ム

ー
ス
」と
し
て
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
て
い
る
。

　
18
畳
の
フ
ロ
ア
ー
の
他
に
6
畳
の
和

室
が
あ
り
、
癒
し
の
イ
ベ
ン
ト
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
に
貸
し
出
し
て
い
る
。

　「『
み
ん
な
が
H
a
p
p
y
に
な
れ
る

お
店
』を
目
指
し
て
い
ま
す
。
店
側
が

提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
な
に
か
を
や

り
た
い
と
言
う
思
い
を
持
っ
て
い
る
人

を
応
援
し
た
り
、
そ
れ
を
叶
え
る
お
手

伝
い
を
し
た
り
で
き
る
お
店
で
あ
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
レ
ン

タ
ル
ペ
ー
ス
と
し
て
利
用
し
て
頂
い
て
、

こ
こ
か
ら
始
め
て
行
く
、
発
信
し
て
行

く
と
い
う
こ

と
が
出
来
れ

ば
良
い
と
思

っ
て
い
ま

す
。」と
み
ゆ

き
さ
ん
は
話

す
。

「パソコン教室」の
のぼり旗が目印！

会員事業所紹介み
ん
な
が
H
a
p
p
y
に
な
れ
る
お
店

み
ん
な
が
H
a
p
p
y
に
な
れ
る
お
店

矢田 みゆき

タノシコウボウ　　ワオン

楽工房　和音♪

カフェ／教室／イベント
レンタルスペース

事業内容

Instagram▶

◀Faceboock

石
川
県
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会

令
和
７
年
度
通
常
総
会
　
開
催

　
６
月
20
日（
金
）、
石
川
県
商
工
会
議
所
女

性
会
連
合
会
通
常
総
会
・
会
長
会
議
が
松
魚
亭

に
て
開
催
さ
れ
、
令
和
６
年
度
事
業
報
告
・
収

支
決
算
書
報
告
、令
和
７
年
度
事
業
計
画（
案
）・

収
支
予
算（
案
）、
役
員
改
選（
案
）が
そ
れ
ぞ

れ
承
認
さ
れ
た
。

　
役
員
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
。

２
０
２
５
大
阪
・
関
西
万
博
を
視
察

　
６
月
25
日（
水
）〜
26
日（
木
）、
関
西
方
面

へ
の
視
察
研
修
を
実
施
し
、
会
員
12
名
が
参

加
し
た
。

　
１
日
目
は
神
戸
市
に
て「
北
野
異
人
館
」を

視
察
・
見
学
し
た
。
見
学
を
通
じ
て
、
神
戸
の

国
際
交
流
の
歴
史
や
文
化
的
多
様
性
に
つ
い

て
再
認
識
す
る
機
会
と
な
っ
た
。

　
２
日
目
は
2
0
2
5
大
阪
・
関
西
万
博
を
視

察
し
、
各
国
の
先
進
的
な
技
術
・
文
化
の
紹
介

や
、
万
博
が
目
指
す「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会

の
デ
ザ
イ
ン
」に
つ
い
て
の
展
示
を
通
じ
て
、

未
来
の
暮
ら
し
や
環
境
問
題
へ
の
取
組
な
ど
、

幅
広
い
テ
ー
マ
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
学

び
の
多
い
視
察
と
な
っ
た
。

華
つ
う
し
ん

女
性
会

No.319
通常総会・会長会議の様子通常総会・会長会議の様子

相続・贈与・遺言・事業承継相続・贈与・遺言・事業承継
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ムースとコーヒー
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北
野
異
人
館
」を

視
察
・
見
学
し
た
。
見
学
を
通
じ
て
、
神
戸
の

国
際
交
流
の
歴
史
や
文
化
的
多
様
性
に
つ
い

て
再
認
識
す
る
機
会
と
な
っ
た
。

　
２
日
目
は
2
0
2
5
大
阪
・
関
西
万
博
を
視

察
し
、
各
国
の
先
進
的
な
技
術
・
文
化
の
紹
介

や
、
万
博
が
目
指
す「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会

の
デ
ザ
イ
ン
」に
つ
い
て
の
展
示
を
通
じ
て
、

未
来
の
暮
ら
し
や
環
境
問
題
へ
の
取
組
な
ど
、

幅
広
い
テ
ー
マ
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
学

び
の
多
い
視
察
と
な
っ
た
。

華
つ
う
し
ん

女
性
会

No.319
通常総会・会長会議の様子通常総会・会長会議の様子

相続・贈与・遺言・事業承継相続・贈与・遺言・事業承継

小松店
（JR小松駅前新幹線口）

加賀店
（JR加賀温泉駅前）

相続贈与あんしんセンター

無料相談予約受付中無料相談予約受付中

〒923-0854
小松市大領町そ126-2
0761-48-5325
tanosikoubouwapn24@gmail.com

人気メニューのぜんざい

ワッフル

ムースとコーヒー

ライブイベント
和音己書▼

会
長
　
　
橋
本
　 

昌
子（
金
沢
）

副
会
長
　
澤
田
　 

珠
代（
輪
島
）

副
会
長
　
竹
澤 

留
美
子（
珠
洲
）

理
事
　
　
嵐
　
　 

清
美（
小
松
）

理
事
　
木
下 

美
也
子（
七
尾
）

理
事
　
小
新
　 

雅
子（
加
賀
）

監
事
　
田
中
　 

和
子（
白
山
）2025大阪・関西万博の様子2025大阪・関西万博の様子

��������� ����

イオン新小松イオン新小松

くら寿司くら寿司

至 小松駅至 小松駅

305

幸八幡線幸八幡線

ダイハツダイハツ

木場潟木場潟

8

蓮台寺 IC

大領大領

今江北今江北

楽工房 和音♪

会員事業所紹介 華つうしん
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暑中お見舞い申し上げます 暑中お見舞い申し上げます

本社／〒923-0994 石川県小松市工業団地1-111　TEL 0761-23-1120 FAX 0761-23-1505

小 前 田 運 輸 株 式 会 社

https://www.itaotk.jp

確かな品質　支える技術

小松市工業団地1丁目65番地

石川県印刷工業組合小松支部
支部長　今 村 洋 介　　　理　事　齋 藤 典 子

小松能美印刷工業会
会 長　　今 村 洋 介

理　事　新 田 俊 郎（会計）・沖 谷 昌 紀（厚生）・齋 藤 典 子（研修）

   北國銀行の取り組み
「想う」って、なんだろう？

TEL 小松 (0761)22-2743   FAX (0761)23-2778

公益社団法人

小松青年会議所
６８代 理事長

東本　大志
小松商工会議所内
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